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１ 研究の課題（テーマ）  

海外プロモーションの推進のために必要な取り組みについて 

  

２ 概要  

与えられた県政の課題（テーマ）の解決に導く考え方及び対応策等  

輸入型地域イベント 山梨ベーコンフェスティバルを通した観光振興  

 

１．はじめに 

ベーコンフェスティバルとは、山梨県と 50 年に渡る姉妹関係をもつアメリカ・

アイオワ州とのさらなる国際交流を深めようと有志により 10 年前からアメリカで

開催されているイベントである。国内では珍しい輸入型イベントであり山梨では今

年度 3 回目の開催 (2019 年 11 月 23～24 日)となった。留学時に参加した本場アメ

リカのベーコンフェスティバルに山梨県ブースの一員として販売に参加した経験と

第３回山梨ベーコンフェスティバルにボランティアとして参加した経験をふまえな

がら、海外プロモーションの貴重な機会であり国際色豊かな山梨ベーコンフェステ

ィバルの課題、それに対する向上策提案をしていく。  

  

２．山梨ベーコンフェスティバルの現状  

山梨ベーコンフェスティバルはもともとアイオワ州のブルーリボンベーコンフェ

スティバルから派生したものなのでイベント自体には多くのアメリカ人が関わり、

さらに多国籍な外国人観光客が訪れる。しかし外国人スタッフや観光客が大勢来る

と事前に見込めているにもかかわらず、複数の要因から私はインバウンド対策の不

十分さを感じた。  

１つめは多言語表記ができていないことが挙げられ、チケット販売所や総合案内

所で配られるパンフレット(写真１)や出店のプライスボードの表記が日本語に限定

されてしまっている点が挙げられる。外国人観光客が情報を得やすくするために英

語表記のパンフレットなどで、英語が話せないイベントスタッフでもより対応しや

すくする効果も含め、基本情報の多言語は早急に行われる必要があると考える。  

２つ目がベーコンバックス制度の不便さである。事前に１０００円で１０枚のベ

ーコンバックスを購入し、出店先では金銭のやりとりを行わずチケットで交換する



というアイオワ州のベーコンフェスティバルで実際に行われている制度を利用した

ものである。しかしこのベーコンバックス制度は一度購入した後、余ったチケット

は換金できないため事前にいくらの食べ物が欲しいか知っておく必要がある。加え

て値段は統一されておらずお店ごとにバラバラで５～１０枚と差がある。実際、私

自身チケット販売のブースを担当した時、アジア系の旅行客に対して説明をすると

｢日本円でいいじゃないか。｣や｢足りなかった時何度も何度も買いに来るのは面倒

だ。｣と言う声が上がった。こうした問題に対してチケット制を前例通り導入する

前に、メリット・デメリットの両方を検討した上での導入が必要である。  

３つめにイベント運営の内側からみた現状について考えていく。外国人スタッフ

参加はイベント前日と当日のわずかな時間に限られ、当日もそれぞれイベント内の

コンテストに参加していたり、ベーコンを焼く作業を続けていたりと、国際交流を

掲げる本来の目的が望めないことである。多くの人が携わるからこそ、その場所で

得るつながりは多様なものになる。私はこうした地域のイベントを通して、留学や

海外旅行のハードルが高いと感じる大学生に国際交流の入り口が必要であると考え

る。  

  

３．向上案の提言 

現状・問題をふまえて〈多言語対応できる人材不足・多様な意見創出の機会づく

り・国際交流の入り口としてのイベント〉を焦点とした時、輸入型地域イベント×

山梨県立大学という形で問題解消に取り組めないかと考えている。山梨県立大学で

は本科目のような山梨の観光に重点を置いた授業が多くある中で、山梨県立大学生

が授業の課題の１つとして山梨ベーコンフェスティバルのようなイベントのボラン

ティアや企画運営に携わることで、過去３年間の運営を踏襲しながらも革新的なイ

ベントづくりができるのではないかと考える。学生らのより実践てきな国際交流・

ボランティアの人材不足・甲府地域と学生らの結びつきが見込まれ、一般学生だけ

ではなく留学生らの参加も見込まれる。  

  

４．さいごに 

山梨ベーコンフェスティバルを例に輸入型地域イベント×山梨県立大学の可能性

について焦点を当てましたが、実際学生ら自身のモチベーションでと言うのは難し

い話に聞こえるが、私自身アメリカでのベーコンフェスティバルと山梨ベーコンフ

ェスティバル両方に参加できると言う貴重な体験は、山梨を国際的に PR できる場

において活用できうる。そのため第３回に参加して終了ではなく次に活かせるよ

う、今後も継続的に会議や企画に関わっていきたい。 

 

３ 概要 

詳細について、図・表・写真などの資料も含めてＡ４縦版５枚以内にまとめて報告し

てください。 

※パソコン・ワープロの使用可（使用する文字は１２ポイントとしてください。）  



 

写真１ ２０１９年山梨ベーコンフェスティバル パンフレット  


